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自動車部品用洗浄剤

メタクリヤⓇ CL-5611E

　温暖化による地球環境保全の観点から自動車業界はCO2

排出量を削減するため、ハイブリット車や電気自動車など環
境自動車の普及に向けて取り組んでいます。環境自動車は
多くのバッテリーやモーターなど重い部品を積載しており、
燃費を向上させるために車体の軽量化が進んでいます。たと
えば軽量化のために鉄の約3分の1の比重であるアルミニウ
ム製の部品に移行しており、自動車一台当たりのアルミニウ
ム使用量は、1980年から2014年では4倍となっています1）。
　自動車には、大きさ・形状・素材が異なる多様な部品があ
ります。生産工程でその部品に加工油や防錆油などの油性
汚れ、切削粉などの異物が付着します。そのためこれら部品
の洗浄に必要な装置や洗浄剤など煩雑な使い分けを要する
という課題があります。

　当社は、機械・金属・自動車・電機・電子分野向けの産業
用洗浄剤に数多くの実績があり、水系洗浄剤を中心に中性
系から有機・無機アルカリ系など多岐に渡る品種を取り揃え
ています。
　そ の 中 で メタクリヤ シリ ーズ は 、自 動 車 分 野 で の
幅 広 い工 程 に使 えるアルカリ系 洗 浄 剤 で す。 中で も 、
メタクリヤCL-5611Eは、アルミニウム・銅・鋳鉄・炭素鋼・
SUS系など広範な素材や、多様な汚染物質の洗浄に効果的
かつ、複数の洗浄方式に対応可能な洗浄剤です。

　アルカリ系洗浄剤は一般的には洗浄力に優れますが、ア
ルミニウムを腐食するので使用できない場合があります。
メタクリヤCL-5611Eはアルカリ系洗浄剤ですがアルミニウム
にも適用可能です（図１）。また当社の界面活性剤の調配合
技術により、水性加工油や油性加工油、防錆油の汚れの除
去に優れた洗浄性を示します（図２）。

　複雑化した形状で除去しにくい汚れに対応するため、超音
波洗浄に加えて、スプレー洗浄と併用を要することも増えて
います。メタクリヤCL-5611Eは低泡性のためいずれの洗浄方
式にも使用できます（図３）。
　メタクリヤCL-5611Eは、“短時間での洗浄効果による生産
ラインのスピードアップ化”や広範な素材に対応できることか
ら、“洗浄剤の種類を増やさずに複数工程の対応可能”など
の視点からもお役にたてます。今後も多面的な取り組みによ
り、お客様の満足度向上に努めていきます。

1. 自動車部品素材の多様化と洗浄

2. 多様化する部品に対応する洗浄剤メタクリヤCL-5611E

伝統の蕎麦菓子である蕎麦板と蕎麦ぼうるです。

蕎麦板は生地を薄く伸ばし、短冊状にしたものを

一文字釜でかりっと焼いた、香ばしいお菓子です。

蕎麦の香りとやさしい甘みの蕎麦ぼうるは、

京都ではなじみ深く、ほっこりする懐かしいお味。

詰め合わせにしてお届けいたします。
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　 編 み 終えた日の 雨に想う。 土 砂 降りの 津
で、来年の先進国首脳会議 G7が伊 勢志 摩で
催されると聞いた。 戦況が転じ平和に向うの
は、雨のノルマンディ。71年前の 6月6日、史
上 最 大の 作 戦と言われる。「 菓子と蕎麦 」の
第16 代ご当主の目の柔和な光に、時を射す鋭

利な感性の宿りを拝した。「 けふのかほり」で
は、はんなりとした京言葉がかもす香りを味わ
う。REACT1000を強 調した経営計 画に加え
MOVEで骨格をご説明した。今年のボストンマ
ラソンは全行程が雨だった。心臓破りの丘をご
ぼう抜きに歓走する。雨は嫌いでない。（ 隆 ）
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洗浄剤 既存アルカリ系
洗浄剤

メタクリヤ
CL-5611E

重量変化率％ 0.01 0.01以下

外観変化 色調変化あり（ 黒色 ） 変化なし

［ 試験前（ 基準）］

図1  腐食性試験
素材： アルミダイカスト（ ADC12)
試験方法：	濃度2%、温度60℃の洗浄液にテストピースを
	 浸漬し、1時間後の重量変化・外観を確認する。
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図 2  洗浄試験
素材： アルミニウム系材質
　　   （自動車部品 ）
汚れ： 水性加工油
試験方法： 対象部品をスプレー
	 洗浄したのち、残存
	 油分を抽出して定量
	 化する。

（ 未洗浄時100％に対して）

直後 1分後
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直後 1分後
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図 3  消泡性試験
条件： 濃度1％・温度60℃
試験方法：	100mlのネスラー管に洗浄液を50ml入れ、30秒間に100回振とうする。
	 その後の外観を確認し、泡の状態を比較する。
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